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国際生物学オリンピック 銀賞

　令和６年度の体育祭は５月１５日（水）に開催しました。生徒たちは、短い準備期間に
もかかわらず、各応援団ともに放課後などの時間を有効に活用し、それぞれの色の個性
を出した素晴らしい応援パフォーマンスを披露しました。
　どのクラスも一致団結し、目標に向かって全力で取り組みました。競技中の声援にも

「中学校と高校の融合」が感じられ、中学生も高校生もみんなで応援し、活気に満ち溢れ
ていました。閉会式には、やり切って晴れやかな表情を浮かべる生徒の姿が見られました。
何事にも一生懸命取り組むサイエンス生らしい体育祭でした。

　国際生物学オリンピック（IBO）が、７月７日～14日までカザフスタン共和国アスタナ市で開催され、日本代表として参加していた本校２
年次の松井大輝さんが、銀メダルを獲得しました。
　国内の選考では、まず約3,500人の応募者の中から本選に進む80名に選ばれ、実験試験と筆記試験を経て、
日本代表候補の12名に残り、さらにその後の筆記試験を経て日本代表の４名に選出されました。カザフスタ
ンでの世界大会では、４つの分野から出題される計６時間の実験試験、７時間30分に及ぶ筆記試験で本来の
実力を発揮し、見事今回の栄冠を勝ち取りました。
　昨年度までSSH重点枠のマレーシア国際共同課題研究に参加していた松井さんは「マレーシアに行って実
験などを行った経験を生かせた。今回は80か国の人たちと出会い、カザフスタンの建物や文化、食べ物などに
も触れられ、貴重な体験になった。」と振り返っていました。

日本地球惑星科学連合2024年大会「高校生ポスター発表」　奨励賞
つくばScineceEdge2024　サイエンスアイディアコンテスト　ブースポスター賞・

英語ポスター賞・審査員特別賞
WRO ロボスポーツ東京予選会　優勝・第４位・審査員特別賞(3チームが全国大会出場)

IEO 国際経済オリンピック2024香港大会　銅メダル
第20回国際地理オリンピック選抜大会　国際大会出場

日本生物学オリンピック20２4　銅賞・敢闘賞
第20回全国物理コンテスト 物理チャレンジ2024　金賞・銅賞・奨励賞

化学グランプリ2024　銅賞
令和６年度SSH 生徒研究発表会　ポスター賞

国語ビブリオバトル
　夏休み明けに、国語の授業で、中学校全学年と高校1年次合同のビブリオバトルが行われました。中学生と高校生が5人1組となり、
それぞれお勧めの本について熱く語り合いました。本を勧めることは、考え方を、生き方を語ることにつながります。和やかな雰囲
気のなか、お互いの話のなかから、学ぶべきヒントがたくさん見つかるひとときでした。

生徒の活躍

11/23（土）オープンスクール　　事前申込：必要　※詳細はホームページをご覧ください。

体育祭
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　９月7日（土）、8日（日）に第16回蒼煌祭（文化祭）が開催されました。今年度の一文字スローガン

は「藍」。「出藍の誉れ」の言葉のように広い分野で活躍する一年にしたいという生徒の思いが込め

られています。

　蒼煌祭では、日常の学習活動としての研究発表や文化部の活動として演劇・音楽の公演などが催

され、またクラスや委員会の企画でも生徒たちが活躍しました。昨年度の生徒の声を引き継いで今年

新たに始まった食品の製造販売も大変ご好評をいただきました。

　「皆が笑顔で終われる祭」を目標にして自由で平等な運営を志した文化祭実行委員会や、様々な「思

い」を持つ個々の生徒たちが、話し合いを通じて合意を形成しようと努力する姿は、お客様（ご来場者

様方）には見えないもうひとつの蒼煌祭のドラマ（企画）でした。

第16回 蒼煌祭
テーマ

〈展示・体験コーナーへの出展〉
株式会社 Gakken
株式会社 京三製作所
株式会社 鶴見精機
国立研究開発法人 海洋研究開発機構
国立研究開発法人 理化学研究所横浜事業所
日本電信電話株式会社
				                                       （企業名・法人名は五十音順です）

科学技術顧問企業・研究所の方々にもご協力いただきました。

文部科学省
SSH基礎枠・科学技術人材育成重点枠指定校
SGHネットワーク参加校

横浜市教育委員会指定「進学指導重点校」



　２年次サイエンスリテラシーⅡの中間発表会を８月31日（土）に実施しま
した。大学・企業の方や本校卒業生にお越しいただき、活気ある中間発表を実
施することができました。
　右記は、各コースの代表に選ばれた生徒のテーマです。身近な疑問・違和感
を研究テーマへと発展させ、本校の豊富な実験機器を活用したり、独自に工
夫を凝らしたりして研究を進めています。
　いざ始めてみると上手くいかないことの方が多く、発表の中にはそれぞれ
の生徒の苦悩や努力の跡が見られました。それでも、自分で試行錯誤するこ
とに加えて先生や生徒同士で議論を重ねることで課題を一つ一つ乗り越えて、

立派に発表を行っていました。
　生徒たちは今後、英語版のポス
ターを作成し、10月に実施予定の
沖縄研修で沖縄科学技術大学院大
学の学生の前で、中間発表の内容
について英語発表を行う予定です。

分野 テーマ

生命科学

トリコデルマ菌の対峙培養における反応性評価
マクロの視点からアゲハチョウの変態の様子を追跡する
同一個体の葉の形が変化する仕組み
ハナミズキの不思議な開花方法について

ナノ化学

炭素の微粒子によるフラーレンナノウィスカー生成への影響
茶殻に含まれるタンニンの効率的な抽出方法の検討
添加物によるポリ乳酸の材料特性と生分解性～どの添加物が最も
適しているのか～
周囲の環境による腸内細菌の変化

物性科学

ジェンガの重さはどこにかかる？
3Dプリンターを用いたカテナリーアーチの性能評価
影の濃さに関する数値的関係
チンダル現象を用いた懐中電灯の開発
ダーツのフライトの枚数と飛び方の関係
電子レンジでの加熱における食用肉の温度上昇の調査

情報数理
強化学習による作曲生成AIの作成
ネットワークを用いた検知機器故障時でも動作できる踏切の開発
有限次元多様体上の超曲面配置から構成される部分多様体の性質

地球科学 流星塵の形成時における大きさと成分や採取時期との関係について

GS
河川を取り巻く周囲の環境と川の汚染具合について
現状の教育課程に於いて教員に求められる仕事は何であるか
イヌの骨格に合わせた歯ブラシの考案

　本校は令和４年度から６年度まで、通常のSSH指定（基礎枠）に加え、
SSH重点枠の指定も受けています。SSH重点枠は、SSH指定校の中で
も特に先進的な取組を行う学校に、国が追加的な支援を行う制度です。
全国におよそ5,000ある高等学校の中で、225校がSSHの指定を受け
ていますが（令和６年度）、その中でSSH重点枠の指定を受けているのは、
本校を含めてわずか13校です。
　SSH重点枠で本校が進めているのは、プトラ大学（UPM: Universiti 
Putra Malaysia）の学生との国際共同課題研究です。日本語でまとめ
た研究成果を、単に英語に直してマレーシアで発表するのではなく、英
語を共通語とし、オンラインと現地での研修を併用して、約10カ月間
共同で課題研究を進めます。海外の学生と定常的な連携関係を作るこ
とで、将来言語や文化の違いを越え、グローバルな舞台で共同研究がで
きる科学技術人材を育成することが目標です。
　このプログラムでは、本校の生徒２～３名とプトラ大学の学生１名
でチームを作り、共同で課題研究を進めます。２週間に１回のペースで、
平日の放課後にオンラインによるミーティングを開き、研究テーマや

進め方、次回までの課題などを確認します。その後はそれぞれの学校で
リサーチや実験などを行い、次回のミーティングの予定も自分たちで
話し合って決めていきます。
　７月と１月にはマレーシア研修を実施し、現地でプトラ大学のメンバー
と直接対面して、ディスカッションや共同プレゼンテーションを行い
ます。その後、研究のまとめを行い、３月に本校が主催する研究発表会

「YSF-FIRST: Forum of International Research in Science and 
Technology」で研究成果を発表します。
　令和６年度は、校内選考を通過した本校の５チームに加え、茨城県立
並木中等教育学校と池田学園池田高等学校（鹿児島）から１チームずつ
を招待し、成果の普及を図っています。

　７月23～27日の日程で、国際共同課題研究チームによるマレーシア
研修を実施しました。
　１日目は「汚染物質の生分解における微生物の潜在能力の活用」をテー
マにDr. Norhayatiによる講義と実習を受けました。講義内容や実習の
指示など全て英語で行われましたが、生徒たちは熱心に取り組んでいま
した。
　２日目の午前中はMPOB（マレーシアパームオイル庁）を訪問し、パー
ムオイルの精製プロセスについて学んだ後、プトラ大学内のオイルパー
ム農園を見学しました。午後は、プトラ大学のチームメンバーと初対面し、

研究テーマについて直接話し合いました。ディスカッションは３日目も
継続して行われ、研究テーマや今後の実験計画について意見を交換して
いました。最後に各チームがディスカッションの成果を英語で発表し、
プトラ大学のメンバーと１月の再開を約束して帰国しました。

マレーシアとの国際共同課題研究

７月SSH重点枠マレーシア研修

SSH重点枠

SLⅡ 中間発表会



　進路のことがそろそろ気になってきた２年次生たちの「どう
やって大学を選べばいいの？」という疑問にヒントとなる「進路
ガイダンス」が７月１９日に実施されました。
　１時間目の全体会は、ライセンスアカデミー顧問・大久保氏に
より、現在の大学進学の状況や今からの勉強方針などがわかる
内容でご講演いただきました。
　２・３時間目は分科会。各自が化学・医学・情報学・法学など19
の分野から２つを選び、それぞれ専門の大学の先生から模擬講

義を受けました。「大学ではどんな勉強をしているのか」「社会で
はどんな研究が求められているか」など、高校生にも大変興味深
いお話が聴けました。すべての会場で熱心に耳を傾ける姿が見
られ、生徒たちは前のめりで記録を取ったり質問したりしてい
ました。
　2 年次生は数年後の自分の姿を意識できたのではないでしょ
うか。

　７月19日に鶴見公会堂にて１年次生全員で校外研修をおこないました。
　住友商事の方をお招きして「働くということ」に焦点をあて、大学進学だけを
ゴールにするのではなく、その後もずっと自分のキャリアプランについて考え
続けることの重要性について、さまざまな事例を通じて考えました。
　自分の適性や関心、得手不得手などを改めて見つめなおす機会となりました。
また「学び」は学校で終わるのではなく、人生を通じて「学び続ける」社会に変化
してきたことなどにも触れ、自分が習得したい知識・技能を身に付けられる選択
肢を選び取った方の事例などについても考えました。

　「進路フォーラム」は、現役のサイエンス生のために、毎年蒼煌会が全国の卒業生を募って催されています。今年は８月９日に行われ、
総勢52名の卒業生たちが後輩のために企画・参加をしてくれました。第一部の基調講演では「路を進む途中で立ち止まる勇気、京都
大学で学んだこと」「中国での生活や精華大学について」「キャリア選択の一歩としての進路フォーラム」など様々な観点から卒業生
たちがプレゼンを行ってくれました。第二部ではカフェテリアに場所を移し、在校生が卒業生に直接質問をするという自由懇談会

が実施されました。在校生たちは自身の興味・関心に沿って各ブースを巡ります。今年度は新
たな分野も加わり計１７の分野がラインナップされましたが、どのブースも大盛況な懇親会と
なりました。卒業生からの熱いメッセージやパッションを受け取った在校生たちにとっては、
これからの人生を考えていく上で非常に貴重な指針を得られた日となりました。将来へのロー
ルモデルと出会い、自身の目指す像もよりクリアになったのではないでしょうか。

＜自由懇談会での17の分野※＞
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１年次 進路ガイダンス

2年次 進路ガイダンス

全年次 進路フォーラム


